






■EVAソールについてのこ注意

熱・経年 ・ 圧力により変形する可能性があります。

■革底（レザーソール）についてのこ注意

滑りやすく、減りやすいという性質があります。つま先部分に摩耗や削れが発生しますが、革

の特性上こ容赦ください。また、水に濡れると傷みが早く、水の浸入もあります。雨の日は使

用をお避けください。

■付属品について

金属類は素材の特性上、経年により色に変化が起こる可能性があります。また、踏んだ

り、ぶつけたり、強い衝撃によりキズが付いたり破損すことがあります。また、素足で履

き、金属部分が直接肌に触れる靴（サンダルなど）の場合、お肌の敏感な方に金属アレ

ルギーによるかぶれ ・ かゆみなどを起こすことがあります。その際は、すぐに使用を中止

し、専門医師による処置を受けてください。

長くこ愛用いただくためにお手入れは大切です I 
■天然皮革のお手入れ

01日履いた後は、専用ブラシでブラッシングし、汚れ・ホコリを落とします。

＠風通しの良い日陰で汗などの水分を乾かした後、シューツリーを入れ形を整えます。

®専用のクリーナーで汚れを落とした後適したクリームを薄く塗り、保革をしてください。

〇ブラシや乾拭きで仕上げてください。

■人工・合成皮革のお手入れ

〇簡単な汚れは、固く絞った柔らかい布で水拭きしてください。靴クリームなどの保革

油を使う必要はありません。

＠汚れが落ちない場合は、専用クリーナーまたは中性洗剤で汚れを落としてください。

その後、洗剤分を十分除去し、日陰で乾かしてください。

■天然・合成繊維のお手入れ

01日履いた後は、 専用ブラシでブラッシングし、 汚れ ・ ホコリを落とします。

◎洗剤を使用する場合は、スニーカーシャンプーなどの専用洗剤か、薄めた中性洗剤

をこ使用ください。なお、塩素系洗剤は、 色落ち・黄ばみ ・ シミなどの原因となりますの

でこ使用を避けてください。

®洗った後は、靴内部も含め十分に洗剤を除去し、乾いたタオルなどで水気を取った

後、風通しの良い日陰で乾かしてください。高温による乾燥は避けてください。接着面が

弱くなったり、黄ばみ ・ シミなどが生じることがあります。

！注意！

＊素材特有のお手入れ方法がある場合は、その内容に従ってください。間違ったお手入

れをすると色落ちやシミなどが発生する恐れがあります。

＊靴クリ ームやクリーナーおよび撥水スプレ ーなどのお手入れ用品をこ使用になる際

は、それぞれ付属の取扱説明書に従ってください。

水は靴の大敵です！ 1 
革の特性上、また靴の製法上、靴は水に対して非常にデリケー トです。革自体や縫製部

分からの水の浸透は避けられません。
・ 濡れた状態で放置しますと、革の風合いを損なうばかりでなく、色落ち ・カビ ・ シミがで

きたり、革を硬化させ、ひび割れを発生させたりもします。また、革の油分が溶け出すこと

で劣化が促進されます。
・ 万一、濡れた場合は、すみやかに靴の水分を除去し、型くずれしないよう形を整え陰干しを

してください。乾いた後は素材 ・仕上げ方法に適したクリームなどでお手入れしてください。

保管には注意が必要です！
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■保管場所
・ 湿気や温度が高く、風通しの悪い場所での保管·放置は避けてください。

・車の中などは、かなり高温になる場合がありますので、このような場所は、短時間でも

放置は避けてください。変色や底剥れなどを起こすことがあります。

■保管方法

•お手入れをしてから保管してください。汚れや水分が付着していると、虫 ・ カビの発生

や素材劣化の原因となります。

•長期での保管はおやめください。長期保管は、カビの発生 ・ 経年劣化 ・ 色落ち ・ 変色の

原因となります。
・ やむを得ず長期保管をする際は、時折陰干しをし、お手入れをしてください。なお、長

期保管後の靴をこ使用になる際は、各部材の状態をこ確認ください。

※その他に添付されている取扱説明書がある場合は、それに従ってください。
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